
イシカワシラウオ（地方名：しらうお）

１ 生態

２ 漁業に関する情報

３ 資源の状態

４ 資源管理の取組み

・船びき網、刺し網で12～４月に漁獲されています。
・2023年（令和５年）の漁獲量は49トン、金額は75百万円でした。
・2011年３月の震災以降、操業自粛により水揚げはありませんでしたが、2014年
（平成26年）２月から再開されています。

・青森県から和歌山県までの太平洋、瀬戸内海
の沿岸部に分布します。水深20m以浅の砂底に生
息します。
・オス、メスとも１年で全長７cmほどに成長し、
成熟、産卵後に死亡します。産卵期は２～６月
で、盛期は５～６月です。水深５m前後の粗砂底
に産卵します。

・CPUE（単位努力量あたり漁獲量）等の資源量指標となる情報が不足していること
から資源水準や動向は不明です。
・直近5カ年の漁獲量をみると、震災以前と同程度か上回る数量が水揚げされていま
す。

・1992年（平成４年）から操業期間の制限を船びき網（12月～翌３月）、刺し網
（２～４月）で実施しています。


